
缶 詰 時 報60（ 720 ）

韓国の介護食品への取り組み

【韓国の高齢化状況】

　我が国では，現在すでに「超高齢社会（総人口に占め

る高齢者比率が21％以上）」に突入していることは既知

のことで，これは平成22（2010）年には23.1％に達して

います．今後も総人口が減少するなかで高齢者が増加す

ることで高齢化率は上昇を続け，平成67（2055）年には

40.5％に達し，国民の2.5人に 1 人が65歳以上の高齢者と

なることが推計されています．平成12（2000）年には介

護保険制度がスタートしていますが，今後，高齢者施策

の整備拡充がますます重要になっています．

　ところで，このような高齢者比率の高まりは我が国だ

けなのでしょうか．実は，アジア諸国においても同様

で，今後急速な高齢化が進むと推計されています．特に

お隣の韓国においては，我が国を上回るスピードで高齢

化が進行し，平成17（2005）年に9.3％であったものが

平成67（2055）年には34.2％にまで達すると見込まれて

います．

【増える問い合わせ】

　このような背景の中，協議会の活動を通じて感じるこ

とですが，福祉や介護食品関連の各種催事に出展する機

会がある中，韓国，中国，台湾などアジアの国や地域よ

り多くの方々がお見えになっていることに気づきます．

それらの国々では我が国の高齢者事情を鑑みて，今後自

国にも必要になるであろう社会的仕組みのあり方や介護

関連商品を熱心に調査・研究されているとのことです．

協議会事務局にも， 2 ～ 3 年前より韓国の学生さんや食

品企業の方々から我が国の介護食品の仕組みや市場性な

どについての問い合わせや訪問を受ける機会が増えてい

ます．本年では 2 月に介護食品を研究している同国の大

学教授と食品企業の方が， 5 月には同国のテレビ局が介

護食品をテーマにした特別番組制作のため来日し，ユニ

バーサルデザインフードについてお話しする機会があり

ました．

【韓国からの講演依頼】

　そのような折，以前訪問を受けた韓国中央大学のパク

教授より，同国にて開催される「韓国介護食・嚥下食シ

ンポジウム」にてユニバーサルデザインフードについて

の講演依頼を受け，急きょ渡韓する機会を得ました．韓

国では，将来必要になるとみられる介護食品のありかた

や規格などの仕組みづくりについて産官学で本格的に検

討を開始するところで，まずは，世界的にも先駆的な事

アジアの高齢化率推移

資料：UN, World Population Prospects: The 2008 Revision

注 1 ）ただし日本は，2005年までは総務省「国勢調査」，2010年以降は国
立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成18年12月
推計）」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果による．

　 2 ）先進地域とは，北部アメリカ，日本，ヨーロッパ，オーストラリア
及びニュージーランドからなる地域をいう．開発途上地域とは，ア
フリカ，アジア（日本を除く），中南米，メラネシア，ミクロネシ
ア及びポリネシアからなる地域をいう．

＊平成23年版高齢社会白書から抜粋引用 
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例のある我が国の介護食品の仕組みを紹介してほしいと

の意向でした．同シンポジウムへは，日本歯科大学教授・

菊谷武先生とともに出席・講演することが決まりました．

　催事名：韓国介護食・嚥下食シンポジウム（高齢親和

食品産業活性化計画）

　日時：平成23（2011）年 5 月25日（水）13：30 ～ 18：40

　場所：韓国ヤクルトホール（ソウル市）

　主催：韓国中央大学，韓国保健産業振興院（KHIDI）

　後援：韓国食品医薬品安全庁（KFDA），韓国食品医

薬品安全評議院（KFDA）

　来場者数：約150名

　来場者属性：官庁関係，関係団体，大学関係，栄養士

　　　　　　　等，食品企業　他，報道関係者

　菊谷先生は「What is dysphagia ?」の演題で，嚥下

障害についてその定義や障害状態に対して，内視鏡など

の有効な評価・確認方法の紹介を柱に，「介護食」につ

いては「食べる人の状態にあった食事が可能．食事内容

指導の有効なツール」と，その有用性を説明されまし

た．協議会の演題は「日本介護食品協議会とユニバーサ

ルデザインフードについて」で，日本の高齢化事情とこ

れに伴う介護食品の登場，協議会設立の経緯，UDF 自

主規格（食品業界の作った自主基準）について，国の扱

う特別用途食品との違い，高齢者の身体特徴と介護食品

利用の意義，今後の展望・課題などを説明しました．会

場からは，製品の申請と認可について，栄養への配慮に

ついてなど活発な質疑を受けました．

講演の様子プログラムポスター

菊谷先生（右）と
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【UDFをお手本に】

　我が国の介護食品市場規模は，食品企業大手からベン

チャーまでが参入し，年率10％を超える勢いで増加，現

在250～300億円と推計されています．今後は認知の向

上，利用対象の増加でさらに市場規模は大きくなるとみ

られています．

　韓国でもすでに介護食品は販売されていますが，これ

は日本からの輸入がほとんどであり， 3 億円に満たない

市場とのことです．当然市販はされておらず，すべて業

務用（病院）扱いです．今回，ソウル大学病院を訪れる

機会がありましたが，院内の売店でやっととろみ調整食

品を見つけました．

　我々は，これまでに例のない超高齢社会をいち早く経

験し，試行錯誤を行いながら種々の問題に取り組んでい

るところです．そんな中，日本の介護食品の考え方は先

駆的な取り組みであり，ユニバーサルデザインフードの

仕組みづくりは特筆するものでしょう．しかし，この新

たな局面には「お手本」がなかった故，必然的に多くの

考え方が発生・存在し，一方では混沌とした面があるこ

とも否めません．

　韓国での介護食品の検討は始まったばかりです．ぜ

ひ，ユニバーサルデザインフードを参考に，利用される

すべての人にわかり易い仕組みを作っていただきたいで

す．

　参考資料：平成23年版　高齢社会白書

【会議，催事等の予定】

7 月12日（火）第10回定期総会，平成23年第 1 回理事会，

記念講演（演者：大越ひろ氏・日本女子大学家政学部教

授）於：ホテルメトロポリタンエドモント（飯田橋）

【会員の異動（5月）】

　 退会（ 2 社）天野実業㈱，㈱ホテイフーズコーポレー

ション

　計44社（ 5 月末現在）．

◎ 日本介護食品協議会では会員企業を募集しています．

協議会とユニバーサルデザインフードについては事務

局までご連絡ください．

　事務局：東京都千代田区神田東松下町10−2

　　　　　翔和神田ビル 3 階　㈳日本缶詰協会内

　　　　　TEL 03−5256−4801

　　　　　FAX 03−5256−4805

　　　　　http://www.udf.jp/

【UDF商品登録状況（635品目・5月末現在）】

区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 とろみ調整 合計

乾燥食品 0 0 2 0 53 55

冷凍食品 76 29 264 10 0 379

常温食品 12 28 105 55 1 201

合 計 88 57 371 65 54 635

ソウル大学病院売店にて
（下段右がとろみ調製食品．上段は流動食）


